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  都 市 計 画 分 野 に お け る GIS（ 地 理 時 報 シ ス テ ム ） の ス タ ート は 、 1975～ 19 76年 に かけ て 蹴 が 西 宮 市を

モデルに「都市時報システム」(Urban InformationSystem二ニUIS）を開発したことから始まった。このシステムは、

都 市 の i十劃 旧琺 の揃禰 発に封 艮カ鴻 かれ丶 当時 のコン ピュー タ揃紆 の間 預から 実務利 用にば 至らな カっ たその

後 、1980年 代に筆者が中心となり都市計画行政において地図ロ冫ベクトル晴報を直接コンピュータで取り扱しヽ、表

示 、分析 する都 市計画 GISの開発 研究を はじめ た。越 澤教 授等と ともに 神奈川県の睹肺晴報システム」を開発した

のもこの時期である。このシステムは、＠瑚滸看惟鵐郵基調査とGISをりンクさせすここと、◎これによルデータの更

新体制を整え、データの効用を確保したこと、（嶄蠹セの―瑚殳職員が簡単な操作で使えるようにしたこと、＠ランキン

グマッブ等により分析手法を単純化uヨ蒭犀されやすいものとしたことなどに特徴があり、県の都市政策の判断材料を

提 供する システムとして構築された。同じく筆者等が開発した東京都都市計画時報システムの構築にあたっては、こ

の 神奈川 県都市睛報システムを雛型とした。また、横浜市、名古屋市、広島市などの政令指定都市においても筆者等

に よる都 市清報システムの開発が進められた。政令指定部市においては、建築開発申請時において用途地域や都市計

画 道路な どの闇穀を市闘こ提供することが都市計画而攻の主たる業務のひとっとなっている。このための、政令キ定

都 市レパ 釟′の都市時報システムは、繍怖め情報を管理・提供することを主たる目的としたシステムとなっている。

そ の後、 筆者等 が開発 した 神瞭川 県、東 蔚艮政 令指 定都市 のGISシステ ムが標準形となり、全国の都市計画行政に

都市計画GISとして普及していった。

  今 日にお ける 都市計 画GISの課題は、データ互換に関わる標準化とデータ整備の低廉化である。デニタ互換を行う

た めには 、データ項目のコード体系・データ定義（カタロカ・記録仁艨・品質・メタデータ等を全国で統―化し共有

しなけれぱならな bヽ 。本研究では、これら都市計画GISの標準化全体に対する検討を行い、標準化案をとりまとめた。

特 に、品 質については、紙に表現された地図の品質は、通常縮尺により示されているが、デジタル化さ抑た地図は、

線ロ）太さを変えずに拡大・縮小出来るため、縮尺によって品質を管理・保証することが出来なぃbこのため、位置的

な 精吏や 、区域の包含関係などの論理的な整合性等、別の基準によってデータの品質を管理・保証尹ることが必要と

なる。品質の基準および検査方法を研究するにあたり、都市計画｜輸真の業務として、開発許可、建築確認等の許可審

査 業 務 、 地 域 地 区 見 直 し 業 務 、 土 断 岬 言 風 都 禰 毆 i＋ 画 荊 釶 開 発 、 住 宅 、 防 災 丶 鰔 縱 滸 画 等 の 業 務 に

おいて利用される地図とその利用方法について調べ、地図に求められる品質を区分類幽，匕し、これを定量的にとり扱

う 新たな 品質クラス¢概念を設定した。品質クラスは、1．樗§q囲クラス、2．形態的関係把握♂湃IJ用クラス、3．

形 態 的 贓 称嬲 l亅 用 ク ラス 、 4． 権Il確 を切手 I亅 用の4区分 とし、 それそ 期完 全性、 論哩的 一貫は 位餅青 度、 時

    ・  I

問精度、属性精度の評価基準を定めている。

  本 研究成 果は 、1999年か ら2カ年、 旧建 設省都 市計画務紡ミ実晦した「都市計画GISデータ標準fbの胃格を成すも
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のとなった。倭員長岡部篤行教瞹、委員柴崎亮介教授・越澤明教瞹、事務局責任者笹川正）その内容は都市計画GIS

カタログ丶および縹準化ガイドライン（案）として公表さ；ル全国の都道府県・自治体に伝達さ-cr_o

  一方、低廉なデータ整備手法の課題に対しては、地図1匂戎のための空中写真撮影においてGPS/JMUを組み合わせた直

接定位システムを適用することで地図データ作成作業の効率化を行う方法を考案した。本手法は航劉幾からの写真撮

影（センシング）を行う際に、GPS/IMU#~iオを搭載し計測した直接定位のデータ鰤織の位置（x、y、z）と3軸

の傾き）を用い、地図化の作業時に自動タイポイントマッチング（画像マッチングによって独立しえ撮影された航空写

真をっないでいく）を行い、全ブロック（同時に撮影された全体の撮影エリア）を直接定位のデータと共に同時調整する

ものである。本手法は、申請（審査中）を行っている。本手法の導入により、従来時間とコストの懸かった対空標識（航

空饑で撮影をする前に地上の座漂が分かっている点を航空機写真の目印としてその上に標識をおくこと）の設定が不要

となり、空中写真撮影のコストを30％軽減することを可能とした。また、直接定f立システムを技術基盤とした先端的

航塗織センシングによる得られる各種デ・ータの複合処理（フイージョン）を行うことでデータ更新や建物の異動判読の

自動化低廉fbの道筋をっけた。
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学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

都市計画GISの標準化と新たなデー夕整備手法の

    技術開発に関する研究

都 市 計 画 分野 に お け るGIS（ 地 理 時報 シ ス テ ム） の ス タ ート は 、 1975年 から建 設省が 開発し た「都

市情報システム」に始まる。こののシステムは覩沛の計量化手法の技術開発に主眼がおカゝれ、当時のコン

ピ ュータ 技術の 問題か ら実務禾 lJ用に は至らな かった。その後、1980年代に、降p奈川！驗B市情報シス

テム」の開発では、都市計画行政幽図のベクトノ叫青報を直接コンピュータで取り扱う技術革新を行い、都

市 計画行政に置いて初めて実用稼働されるシステムが実呪した。続いて、東京都、横浜市、名古屋市、広

島 市などの政令指定部市においても都市情報システムの開発が進められた。これらの技術開発は著者を中

心とする株式会ネ±/℃天コが実施し、事実ヒのデファクトスタンダ・ードとなった。冲蚕侖文の第I部は、この

技術f羯発の特色を学術的観最から考察し取りまとめたものである。

  本 論文 の 第 n部 は 、 都市計 画情報 GISの全国 で普及 するた めに必 要な統 .的なデ ー夕互 換につ いて、

デ ータ標準化の研究を行ったものである。そのデータ互換のために、データ項目のコード体系・データ定

義（カタログ）．記録位矇・品質・メタデータ等を明らかにしている。本研究では、都市計画時報に求めら

れ る品質 を区分 類型化 し、これ を定量 拘にと り扱う 新たな品質クラスの概念を作り出したこれらの著者

が 行った 本研宛 戎果は 1999年から 2カ年、 旧建設 省都市 計画課 が実施し た「都 市計画 GISデータ 標準fb

の 主要な 内容と なって おり、国の施策として全国の都市計画行政に伝達され、都市計画GISの普及に大い

に寄与した。

  本 論文の 第m部は 、低廉 なデータ整備手法の課題に対しては、地図作成のための空中写真撮影において

GPS/IMUを組み合わせた直接定位システムを適用することで地図データf簡即罵鬟の効率化を行う方法をま

とめる。航空饑からの写真撮影を行う際に、GPS/I弧麟躰オを搭載し計測した直接定位のデータを用い、地

図 化の作業轍こ自動タイポイントマッチングを行い、全ブロックを直接定位のデータと共に同時調整する

手 法を開発した。また、直接定位システムを技術基盤とした先端的航空機センシングによる得られる各種

デ ・ ー タ の 複 合 処 理 を 行 う こ と で デ ・ ー タ 更 新 弋 勘 の 異 動 J読 自 重 M匕 の 技 術 革 新 を 行 っ た 。

  欧米と凵丿丶ミ丶て日本でIま地積調査が才幅に遍臂1ており、f趣妊一般の基図として地鐫薪珂査図を禾｜J用すること

ができなぃ。このため本研究の成果である都市計画基図、都市計画基礎調査を中心とした´時報整備体系の

確立は、実用司能で市民公開しうる行政：ー項殳の墓図を開発することも併地て行っており、我が国の都市計

画GISの発展に重要な役割を果たした。
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  これを要するに、都市計画時報システムの開発、デ・ータの標準化、新たな計測手法の技術開発を通して、

都市計画学、地理情報システム学およぴ社会工学に貢献するとこち大なるものがある。よって、著者は北

海道大学博士（工鞠の学位を授与される資格あるものと認める。
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